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論文内容の要 t:. 田
本論文は，磁気テープの転写効果に関する研究をまとめたもので， 3 編 14章よりなっている。
第 I 編は 3 章よりなり，磁気テープの転写はノイズ以上に磁気記録に悪影響を与えるものであるに
かかわらず，ほとんど未解決のまま放置されていたことに着眼し，詳細な基礎研究によって，転写の
本質を明らかにした後に，転写の少ない磁気テーフ。製造への実用化をはかるのが本研究の方針である
と述べている口
第 2 編は 4 章よりなり，従来，唯一の理論的試みであった Westmijze の理論を背景として，主と
してその実験的解明を行なったものであるが，次のごとく要約する乙とができる。
( 1 ) 磁性微粒子に対する Westm~jze の熱ゆらぎ理論を基として，実験結果と対比しやすい計算
式を誘導した。
( 2 ) 著者が研究開発したコパノレトを 2-4 労含有した粒状破性粉について下記の実験結果を得
。
た
a. 粒径の小さいものは転写されやすい。
b. 抗磁力の小さいものは転写されやすい。
C. 隣接テープのうける磁場は，ベース厚，記録媒体厚，残留磁束密度および記録周波数の影響を
受ける。
d. Daniel の主張に反し，転写効果は入力信号の大きさには無関係である o
e. 転写効果は温度と時間の影響を受ける。
上記実験の結果は( 1 )で導いた計算式による結果と定量的にもよく一致することを確めた。
( 3 ) 以上の基礎研究により，転写の機構を明らかにし，転写の少ない磁性粉製造。指針を確立し
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第 3 編は 7 章よりなっているが，本研究で用いたコパノレト合有粒状磁性体は， 従来 S/N が大きく
ひずみが小さい特長があったにもかかわらず，転写しやすい欠点のために実用化されていなかったの
を，第 2 編の基礎研究に基づいて，解決したことを次のごとく述べている。
( 1 ) 平均粒径 0.1μ 程度で，かっ粒度分布巾の狭い粒子をうるため，合成時に使用するアノレカリ
量，金属硫酸塩濃度，溶液かきまぜ速度の最適条件を見出した。
( 2 ) 合成した黒色マグネタイトから，赤色磁性鉄粉を作るときの，最適温度と時聞を決定したD
( 3 ) 磁性粉とパインダとを混合して混練分散する際の機構を検討し，ローノレミノレを主体とし短時
間のボーノレミ jレ併用が有効であることがわかった。
(4) 磁性粉を合成酸化後，その磁性粉中に存在し転写に影響する微粒子の占有率を，正確にかつ
じん速に，判別できる高感度トノレクメータを考案試作した。
( 5 ) 以上の方法で試作した磁気テープは，従来のものに比して， S/N が大，ひずみがきわめて小
さく，しかも転写効果としても満足できるものであることを確めた。
(6 ) 試作した磁気テープの転写効果は，温度特性がやや悪いが，乙れはコバノレトの影響であるこ
とがわかり，将来改善の道も考えられる D
( 7 ) 転写が温度上昇とともに増大する乙とを逆に利用し，従来の方法とはまったく異なった加熱
転写の新しい方法を開発したが，これらに関してはすでに英国特許も得ている。
論文の審査結果の要旨
本論文は，従来現象が複雑なため，解決が困難とされていた磁気テープの転写効果に関し，各種の
要因を巧みに整理して，理論的実験的にその機構を解明するとともに，低転写テーフ。実用化の実験研
究を遂行した結果をまとめたもので，すでに優秀な工業製品の生産に成功している。また本研究の過
程において試作した高感度トノレクメータによる磁性粉中の微粒子判別法，転写現象を逆に利用した熱
的磁気録音複製法など，工業上，工学上多大の貢献をしている。
よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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